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 赤城山北西面地域における哺乳類相を明らかにするため、赤城山北西面地域におい

て調査を行った。 

 調査期間は 2013 年 4 月から 2015 年 3 月であり、調査方法は対象に応じ、フィー

ルド・サイン法・自動撮影法・捕獲法（小型哺乳類）・巣箱利用（ヤマネ）・超音波法

（コウモリ類）を併用した。 

 2 年間の調査で確認された哺乳類は、下記のとおり 7 目 17 科 39 種であった。太字

で示した 14 種は、自動撮影により記録されたものである。  

 

目 名   科 名        種   名                

モグラ   トガリネズミ    シントウトガリネズミ 

カワネズミ 

ジネズミ 

モグラ       ヒメヒミズ 

ヒミズ 

ミズラモグラ 

アズマモグラ 

コウモリ  キクガシラコウモリ キクガシラコウモリ 

コキクガシラコウモリ 

ヒナコウモリ    ユビナガコウモリ 

モモジロコウモリ 

ウサギコウモリ 

アブラコウモリ 

テングコウモリ 

コテングコウモリ 

サル    オナガザル     ニホンザル 

ウサギ   ウサギ       ノウサギ 

ネズミ   リス        ニホンリス 

モモンガ 

ムササビ 

ヤマネ       ヤマネ 

ネズミ       スミスネズミ 

トウホクヤチネズミ 

ハタネズミ 

カヤネズミ 

ヒメネズミ 

アカネズミ 

ネコ    クマ        ツキノワグマ 



 

アライグマ     アライグマ 

イヌ        キツネ 

          タヌキ 

イタチ       テン 

          イタチ 

          オコジョ 

          アナグマ 

ジャコウネコ    ハクビシン 

ウシ    イノシシ      イノシシ 

      シカ        ニホンジカ 

      ウシ        ニホンカモシカ 

 

 今回は自動撮影により記録された哺乳類及び水場における行動について紹介したい。 

 

水場に訪れた哺乳類の行動 

ニホンジカ  

雄のみが泥浴びをする。9 月から 11 月にかけて頻繁に見られる。雌やこどもは水飲

みだけであり、泥浴びはしない。 

イノシシ 

 ほとんどの個体が泥浴びを行う。  

ツキノワグマ 

 水場内を歩き回り、水飲みをする。座り込みや腹ばいで水に浸かる行動も見られた。  

カモシカ 

 水飲みをする。若いカモシカが水面に映る姿を見て跳ね回ったことがあった。  
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